
 

数年前まで、猫を一匹飼っていた。東京にいる頃に生後数か月の雌猫を譲り受け、家族で長い間飼育した。埼玉に転居するときにもそ

の猫を連れてきた。籠から出された猫はその場でしばらくじっとして辺りを見渡していたが、そのうちゆっくりと居間の中を歩き、日

差しの良い窓のそばに行き新居の庭を眺めていた。夜は引っ越しに使用した段ボールに隠れていた。 

翌日には 2 階に上がっていき布団の上に寝そべったり、沢山ある段ボールを覗いたりしていた。 

当時、僕はそのような猫のしぐさについて全く関心もなく、何のために庭を眺め、２階に上がっていったのかは考えもしなかった。猫

のために何かしてあげようとも思わなかった。 

その時の猫の様子を思い出したのは、孫の１歳の誕生祝で割烹料理店を訪れた時であった。孫はしばらく前から這い這いをするように

なっていた。我々は食事をしながら、床の間に掛けてある掛け軸に触ったりしないか注意していた。みんなが孫の動きをずーっと注意

していた。少し暖房が効きすぎたようなので障子を開けたところ孫はするするとそこから縁側に出て行き、庭の植木を指さして何か言

っていた。落ちないように親が傍に行って、しばらくして部屋に連れ戻した。仲居さんが新しい料理を持ってきた。入口の襖をあけて

食べ終えたお膳を片付けていた時に孫はその開いた襖から這い出て入り口のドアに向かった。見守っていた親はサッと後について出

て、再び座敷に連れ戻した。 

不思議なことだが、僕はその時、引っ越しの後に家のあちこちをうろうろした猫のことを急に思い出した。猫は引っ越ししてきた新し

い住処が安全なところか、敵はいないかを調べていたのだと分かった（！）。孫も見慣れぬ和室の周りに危険がないか、安全を確認し

たのだろう。赤ちゃんであっても哺乳類なのだから環境を観察する本能が備わっているに違いないと考えた。 

しばらく前から進化学に興味を持って、進化関連の本を手当たり次第に読むようになっていた僕の勝手な推論だが、猫の行動が這い這

いする孫の行動と重なって見えたのは面白いことだと思った。（2021 年 11 月） 

 

佐野市民病院 院長 村田宣夫 
猫と孫の話 

今や心臓疾患は日本人死因の第二位となりました。 
当センターでは血液で気軽に行える心臓検診、『ハート検
診』を始めました。 
『ハート検診』は、血液検査のトロポニンＩとＢＮＰを組
み合わせて、心筋梗塞や心不全などの潜在的な疾患を見
つけ出す検査です。 

 

『ハー ト検診 』 を受けよう 

 

40 歳を過ぎたら 

検査項目 ：採血（トロポニンＩ・ＢＮＰ）のみ 
料  金 ：4,180 円（税込） 

 

心疾患リスクのセルフチェック 

該当する項目が多いほど、心疾患のリスクは高くなります。 

1 つでも該当項目のある方は『『ハート検診』を受診しましょう。 

単独での受診はもちろん、 

人間ドックなどのオプションとしても受診可能です。 

お電話にてご予約下さい。 

 

肥満 

高血圧 

糖尿病 

脂質代謝異常 

腎臓病 

喫煙 

強いストレスを受けている 

家族に心臓病の人がいる 

ときどき胸がいたくなる 

ハート検診は『 トロポニン I」と『 BNP」の 2 種類の血液
検査結果を組み合わせて、下図のようにⅠ～Ⅳ群に分類
し心疾患のリスクを評価します。 

佐野市民病院 予防医療センター 

 
お問い合わせ 

 
TEL 0283-62-9021（直通） 

 

Ⅰ群の場合 
心疾患を持つ可能性は低いと考えられます。 

年に1 回の検査をお勧めします。 

Ⅱ群の場合 

約 1％の受診者がⅡ群に入ります。この場合、軽度の心

不全の可能性があるので精査が必要（心不全学会ステー

トメント）との位置づけになります。 

循環器内科を必ず受診して下さい。 

Ⅲ群の場合 

約 1％の受診者がⅢ群に入ります。この場合、狭心症な

どによる軽度の心筋傷害が潜んでいる可能性がありま

す。循環器内科を必ず受診して下さい。 

Ⅳ群の場合 

Ⅳ群に該当するケースは１％未満です。この場合、進行

した心疾患がある可能性があります。 

循環器内科を必ず受診して下さい。 

 

① Ⅱ群、Ⅲ群に入る確率は約 1％です。この場合、 
心疾患のリスクはⅠ群の 2倍になります。 

② Ⅳ群に入る確率は 1％未満です。Ⅳ群はⅡ群・Ⅲ群 
よりも更に高い心疾患のリスクがあります 

ポ イ ン ト 

 


